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～
さ
す
を
や
蔦
に
せ
む

殿
の
う
ち
に
人
あ
り
宴
の
役
な
と
あ
り
て

宮
人
乃
入
来
る
鉢
五
月
雨
ふ
る

軒
は
に
橘
さ
く

西
之
方
御
襖
四
枚

21

*6｣
(第
五
紙
表
)31

*
714

｣

(第
五
紙
裏
)

(云)

御
袋
棚

絹
地
泥
引
砂
子
極
彩
色

小
襖
上
四
枚

壱
枚

二
付
九
拾
目
此
御
給
料

銀
五
百
四
拾
目

峯
た
か
き
か
す
か
の
山
に
出
る
日
ハ
-
も
る
時
な
く
て
ら
す

へ
ら
也

*5

春
日
山
に
あ
さ
日
の
い
て
た
る
と
こ
ろ

同

下
二
枚

い
つ
と
て
も
月
-
ぬ
秋

ハ
な
き
も
の
を
わ
き
て
今
夜
の
め

つ
ら
し
さ
哉

殿
の
は
し
ゐ
に
人
々
三
五
月
を

…
る
と
こ
ろ

北
之
方
御
襖
四
枚

冬
の
池
の
水
に
な
か
る
ゝ
あ
し
鴨
乃
う
き
ね
な
か
ら
に
幾
世

へ
ぬ
ら
ん

い
く
水
す
さ
ま
し
く
し
て
鴨
乃
う
か
ふ
と
こ
ろ

き
し
ね
に
か
れ
芦
な
と
も
あ
り

右

土
佐
左
近
衛
将
監

*8
一
五

*9
｣

(第
六
紙
表
)

右

土
佐
土
佐
介

｣

(第
四
紙
蓑
)



同量
給
仕
立

一
同
弐
枚
折竹
鶴

竹
亀

右
仕
越
出
来
之
分

六
尺木

腰(貼
紙
下
墨
書
)
了

同

給
様

虫
撰

此
坪
九
坪
弐
分

〇
九
毛
御
給
料

銀
四
貫
六
百
六

匁
五
分
九
り

囲
山
鹿
立

｣

(第
二
紙
表
)

下
之
御
間

中
彩
色
砂
子

同
給
様

鷹
狩

北
席
杉
戸

中
彩

色

｣

(第
十

t
紙
表
)

此
坪
九
坪

〇
〇
九
毛
御
給
料

銀
四
貫
五

百
九
拾
四
匁
五
分
九
里

岡
本
亮
彦

二
二
四
.
准
后
御
殿
御
間
絵
様
控

慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)

慶
鷹
三
丁
卯
十

一
月
四
日

准
后
御
新
殿
御
造
立

宮
御
殿

常
御
殿

御
問
御
給
様
控

蓋
所
預

(朱
文
円
印
)
土
佐
｣

准
后
宮
御
殿

上
之
御
間

中
彩
色
砂
子

拾
帖
壱
坪
二
付
銀
五
百
拾
匁

此
坪
九
坪
〇
〇
九
毛
御
給
料

銀
四
貫
五

百
九
拾
四
匁
五
分
九
り

｣

(第

一
紙
表
)

給
様

東
面
菖
蒲
鷺

西
面
柿
猿

妻
坪
二
付
銀
四
百
八
拾
四
匁
五
分

此
坪
壱
坪
八
分
壱
里
八
毛

御
給
料
銀
六
百
七
拾
九
匁

五
分
六
り
八
毛鈴
木
百
年

(克)

給
様

子
日

土
佐
備
前
守

中
之
御
間

中
彩
色
砂
子

同

常
御
殿
御
上
段

雲
取
砂
子
中
彩
色

十
二
帖
半

此
坪
拾
弐
坪
七
分
八
里
六
毛

御
給
料
銀
六
貫
五
百
弐
拾
匁

八
分
六
里

東
之
方
遥
戸
二
枚
御
床

和
歌
意

古
今
集

深
山
に
は
松
の
雪
た
に
さ
え
な
-
に
都

ハ
の
へ
乃
若
菜

つ
み
鼻



夏
富
士

冬
富
士

内
妻
撃唐
子
遊

薄
彩
色
金
砂
子
雲
取
仕
立

一
御
犀
風
六
枚
折

六
尺

森
直
愛

｣

(第
七
紙
裏
)

12
-
2

上
仕
立

一
御
簾
犀
風桜
柳

金
尺
五
尺

妻
壁

(貼
紙
墨
書
)
岸
雅
楽
助

15

(貼
紙
下
墨
書
)
稲
田
豊
章

小
鳥
但
表
之
方
樫
柳
小
鳥
御
給
様

二
鷹
シ
指
物
手
軽

二
認
之
事

内
妻
讐四
季
海
辺

内
妻
讐
曲
水
宴

関
的
迎

内
妻
隻宇
治
参
橋

同
蛍
か
り

中
彩
色
金
砂
子
雲
取
仕
立

高
サ
四
尺

巾
三
尺

一
御
中
衝
立藤

兎
秋
七
種
鶏

三
隻

小
嶋
彫
粛

13
-
1
｣

(第
八
紙
表
)

松
田
祐
之

13
-
2

星
野
蝉
水

13
-
3
｣

(第
八
紙
裏
)

童
狩
野
内
記

(付
等
墨
書
)
御
里
九
候
殿
御
内
｣

(第
九
紙
表
)

右
御
移
徒
迄
御
出
来
之
分

御
衰
用
取
次
預
り

薄
彩
色
金
砂
子
雲
取
仕
立

一
六
枚
折
御
犀
風

桜

鯉

紅

葉

鯉

同薄
彩
色
金
砂
子
雲
取
仕
立

一
同
弐
枚
折海
退
雨
中
松

海
遠
雪
中
松

同墨
給
仕
立

一
同
六
枚
折山
水

六
尺
妻
壁

(貼
紙
墨
書
)
岸
竹
堂

(貼
紙
下
墨
書
)
鶴
葎
探
真

(六)

｣

(第
九
紙
裏
)

16

六
尺
妻
壁

17
｣

(第
十
紙
表
)

伏
屋
頼
母

(付
等
墨
書
)
御
里
九
候
殿
御
内

六
尺
妻
壁

18

(貼
紙
墨
書
)
村
井
中
務

(貼
紙
下
墨
書
)
嶋
田
雅
喬
｣

(第
十
紙
裏
)



内
妻
讐四
季
花
鳥

同
一
同
弐
枚
折

同
妻
壁山
吹
蛙

月
薄

同
妻
壁須
磨
満
月

佐
野
渡
雪

内
妻
隻梅
柳
鴛

菊
雁

惣
上
仕
立

一
金
大
御
衝
立

(貼
紙
墨
書
)
中
嶋
有
章

(貼
紙
下
墨
書
)
鶴
揮
芦
鳳

修
学
寺
八
景

｣

(第
四
紙
裏
)

7
-
1

梅
戸
在
親

菱
田
日
東

7
-
2

｣

(第
四
紙
裏
)

7
-
3

金
尺
高
サ
四
尺
五
寸

巾
三
尺
董
寸

大
平
楽
桜
あ
し
ら
い

陪
艦
橋
あ
し
ら
い

右
仕
越
御
出
来
の
分

惣
金
仕
立

一
金
御
犀
風
六
枚
折

六
尺

童
土
佐
左
近
将
監

-
｣

(第
五
紙
表
)

｣

(第
五
紙
裏
)

童
讐

惣
上
中
仕
立

一
同

内
妻
隻志
賀
山
越
春
景

大
井
川
紅
葉
景

内
妻
隻草
花
小
鳥

惣
金
仕
立

一
同
武
枚
折

内
妻
嬰桜
稚
萩
猪

内
妻
隻御
柳
花
菖
蒲
水
鶏

早
梅
水
鳥

惣
中
仕
立

一
同
武
枚
折

内
妻
双

(貼
紙
墨
書
)
狩
野
内
記

(貼
紙
下
墨
書
)
原
在
照

鯨
尺
弐
尺
弐
寸
武
隻

土
佐
土
佐
介

｣

(第
六
紙
表
)

10
-
1

囲
山
腹
立

10
-

2

｣

(第
六

紙

裏

)

金
尺
六
尺
弐
寸武
讐

岸
九
岳

服
1
-

岡
村
雪
蓬

11
-
2
｣

(第
七
紙
表
)

鯨
尺
四
尺
五
寸弐
讐

長
野
梁
渓

12
-
1



二
二
三
.
准
后
御
殿
新
調
厨
風
治
定
帳

慶
応
三
年

二

八
六
七
)

(二
九
四
)

准
后
様
御
殿

慶
応
三
年
丁
卯
十
月

新
調
御
犀
風
御
給
御
治
定
帳

墓
所
預

土
佐
家

(末
文
円
印
)
土
佐
｣

｣

(第

一
紙
表
)

朝
か
ほ
の
ま
き

雪
ま
ろ
ハ
せ
乃
所

惣
並
仕
立

一
金
弐
枚
折草
花
虫

鯨
尺
四
尺
五
寸童
讐

青
木
中
務

4
｣

(第
三
紙
表
)

(付
等
墨
書
)
富
御
殿
御
内

新
調
御
犀
風
御
給
御
治
定

惣
上
仕
立

一
金
御
犀
風
六
枚
折

同

書

讐

六
尺

武
讐

(貼
紙
墨
書
)
鶴
漂
探
真

薄
彩
色
金
砂
子
雲
取
仕
立

鯨
尺
四
尺
五
寸

(貼
紙
下
墨
書
)
狩
野
内
記

和
歌
の
浦
に
塩
み
ち
く
れ
ば
か
た
を
な
み

あ
し

へ
を
さ
し
て
た
つ
鳴
わ
た
る

同
量
讐

右
同
和
歌
の
意

惣
上
仕
立

一
同

子
日
虫
撰

惣
上
仕
立

一
同

み
を

つ
-
し
の
巻

住
よ
し
ま
ふ
て
の
所

塩
川
文
麟

｣

(第
二
紙
表
)

1
-
2

鯨
尺
弐
尺
七
寸書
隻

土
佐
備
前
守

2

｣

(第
二
紙
裏
)

妻
壁

原
在
照

鯨
尺
三
尺

一
御
小
罪
風
六
枚
折

同
書
隻春
野
馬

秋
野
鹿

同
書
讐耕
作

同
量
隻難
波
の
浦
網
引
所

塩
か
ま
の
浦
乃
景

薄
彩
色
金
砂
子
雲
取
仕
立

六
尺

一
御
犀
風
六
枚
折

三
嬰

内
妻
讐探
山
猿

雪
中
熊

内
妻
隻草
木
群
獣

三
撃

原
在
照

中
嶋
華
陽

5
-
1

｣

(第
三
紙
裏
)

5
-
2

(夫)

国
井
鷹
文

5
-
3

｣

(第
四
紙
表
)

鈴
木
百
年

原
在
泉



六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

巌

二
藤
熊

萩
原
臥
猪

白
張
中
彩
色
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

桃
柳
交
枝

草
花
色
々

白
張
中
彩
色
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

-
双

御
給

郷
間
小
鳥

菊

二
媒

白
張
鴨
居
下
(構
)
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

柳
二
鴬

楓
雀

望
月
玉
泉

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

春
草
雲
雀

粟

二
親

内
海
元
紀

103

｣

(
第
十
九
紙

裏)

小
嶋
彫
粛

97

｣

(
第
十
八
紙
裏
)

白
張
中
彩
色

八
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

江
之
鳥
富
士

田
纂
蔦
鶴

鈴
木
百
仙

104

仲
邑
中
岳

思
召
有
之
候

二
付
御
用
被
差
止

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

-
双

御
給

泉
春
園

105

改

林
耕
雲

尾
田
房
直

十
月
十
日
被

仰
付

白
張
鴨
居
下
中
彩
色

六
枚
折
御
犀
風
壱
双

御
袷

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

1
双

御
給

松
嶋
天
橋
立

幸
野
梅
嶺

100

｣

(第
十
九
紙

表)

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

葡
萄
栗
鼠

枇
杷
山
鳩

淵
田
蘭
薫

同白
張
鴨
居
下
中
彩
色

六
枚
折
御
犀
風

1
双

御
給

1ー

岡
嶋
清
噴

106

庄

｣

(第
二
十
紙
表
)

鈴
木
百
年

107

白
張
中
彩
色

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

松

二
桜

竹

二
楓

座
田
重
慶

同白
張
鴨
居
下
中
彩
色

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

宇
治
川
春
景

淀
川
秋
景

羽
田
月
洲

108

｣

(
第
二
十
紙

裏)

白
張
中
彩
色
鴨
居
下



白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

夏
山
水

冬
山
水

金
田
有
山

82

｣

(第
十
六
紙
表
)

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

海
辺
窒
磯
屋

窒
綱
引

蒲
生
鳩
峯

83

金
中
仕
立
鴨
居
下

二
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

四
季
釣
花
生

此
分
御
模
様
替
り

春
木
花
鳥

秋
草
花
鳥

高
松
圭
隣

84

金
中
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

紫
陽
花
百
合

葉
鶏
頭
桂

川
勝
秀
好

85

｣

(第
十
六
紙
裏
)

白
張
鴨
居
下
墨
画

二
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

雪
中
松

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

雪
中
松

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
槍

白
藤
小
鳥

山
吹
花
小
鳥

白
張
鴨
居
下
墨
画

佐
々
木
堺
柴

86

羽
田
月
洲

87

中
井
分
弼

88

｣

(第
十
七
紙
蓑
)

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

淀
川
風
景

貴
布
川
景

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

I
双

御
給

波

二
千
烏

苅
田
雀

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

芭
蕉
大
子

木
賊
兎

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

春
日
野

須
磨
浦
月

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

立
鴨
浮
鴛

金
中
仕
立
鴨
居
下

催
馬
楽
意

二
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

桜
人
更
衣

金
中
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

竹
鶏
菊
鶏

金
中
仕
立
鴨
居
下

岡
本
元
彦

89

勝
山
琢
如

90

森
春
岳

91

｣

(第
十
七
紙
裏
)

山
口
東
山

92

高
山
雪
堂

93

速
水
基
益

94

｣

(第
十
八
紙
表
)

石
田
有
年

95

(吉)



白
張
鴨
居
下
墨
画

｣ハ
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

群
飛
鷺

群
飛
鳥

白
張
鴨
居
隅
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

舞
子
演

和
田
岬

白
張
鴨
居
隅
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

近
江
八
景

白
張
鴨
居
下
墨
画

二
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

御
給
山
水

箕
田
玉
衛

67

｣

(第
十
三
紙
裏
)

梅
戸
在
勤

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

白
張
中
彩
色
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

1
双

八
木
雲
渓

永
嶋
鴨
洲
｣

(
第
十
四
紙
表
)

金
中
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

松
鶴
竹
鶴

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

t
双

御
給

鳩
海
夕
立

瀬
田
橋
旅
人

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
衝
犀
風

一
双

御
給

輯

蛤

瀧

粗

老

瀧

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

柳
燕

前
川
五
嶺

71

前
川
文
嶺

72

滞
渡
精
粛

73

｣

(
第
十
四
紙

裏
)

津
波
贋
孝

74

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

月
蛎
幅

御
給

小
松
鷹

芦

二
蟹

御
給

山
家
田
家

菱
田
日
東

75

徳
実
在
毒

76

｣

(第
十
五
紙
表
)

御
給

桜
二
三
日
月

紅
葉
時
雨

岡
嶋
清
暁

77

御
給

櫓
さ
ひ

洞
の
熊

大
橋
海
石

78

白
張
鴨
居
下
墨
画

二
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

四
君
子

田
中
巌
村

79

｣

(第
十
五
紙
裏
)

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

山
水

白
張
中
彩
色
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

春
雁
秋
雁

吉
田
百
山

80

吉
坂
鷹
峰

81



白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

群
馬

金
中
仕
立

六
枚
折
御
犀
風

1
双

御
給

八
ツ
橋

宇
都
ノ
山

金
中
仕
立

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

芳
野
立
田

絹
地
砂
子

内
法
竪

一
尺

一
寸
弐
分

構

一
尺
三
寸
弐
分
五
リ
ン

林
蘭
童

竹
邑
大
鵬

54

田
中
有
美

55

｣

(第
十
紙
裏
)

白
張
鴨
居
隅
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
袷

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

l
双

御
槍

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
槍

岩

二
波

淡
路
嶋

志
賀
浦

長

野

祐

親

60

吉
田
元
版

61

｣

(第
十
二
紙
裏
)

吹
上
潰

鳴
尾
浦

狩
野
文
信

62

大
袋
童
子
袋
戸
棚

御
槍
四
季
花
鳥

四
枚

海
北
友
樵

春
桜

二
鴬

夏
河
原
壁
夏
鴻

秋
菊
四
十
雀
冬
川
柳
根
〆
水
仙
水
鳥

白
張
鴨
居
下
墨
画

二
枚
折
御
犀
風

一
双

御
袷

波
に
兎

月

二
猿
喉

狩
野
季
信

63

(≡)

白
張
鴨
居
隅
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

田
植
田
荊

多
相
秀
文

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
槍

柚
山
川
筏

浦
塩
竃

島
津
芦
舟

64

｣

(第
十
三
紙
表
)

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

御
模
様
替
山
水

鵜
飼
舟

芦
分
舟

吉
田
俊
山

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

｣

(第
十

1
紙
表
)

桜
豆
鳥

紅
葉
山
雀

白
張
鴨
居
下
墨
画

二
枚
折
御
犀
風

一
双

御
槍

松

二
鷲

長
野
祐
忠

59

白
張
鴨
居
隅
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

1
双

御
給

芦
雁

箕
田
霞
峯

66



六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

宇
治
茶
摘

玉
川
布
晒

金
上
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

虎
子
渡

獅
々
子
落

白
張
中
彩
色
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

1
双

御
給

竹
虎
松
鷹

白
張
中
彩
色
鴨
居
下

六
枚
折
衝
犀
風

一
双

御
袷

山
水

同
人

93

｣

(第
八
紙

表

)

岸
竹
重

同
人

白
張
中
彩
色
鴨
居
下

二
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

若
楓
貼

秋
草
と
ん
は

御
硯
文
垂

蒔
袷

御
下
槍
吹
上
演

御
水
入

同
断

吹
上
菊

金
中
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

年
中
行
事

梅
戸
在
廷

46

同
人

岸
九
岳

24

｣

(第
八
紙
裏

)

松
田
祐
之

49

｣

(第
九
紙
裏
)

白
張
中
彩
色
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

疲

二
鶴

波

二
鳥

金
上
仕
立
鴨
居
隅

六
枚
折
御
犀
風

1
双

御
給

海
業
孔
雀

松

二
錦
鶏

御
書
棚

蒔
給
御
下
給
桜
稚
子

上
袋
棚
春
草
小
鳥

下
袋
棚
小
松
原

駒
遊

岡
本
亮
彦

43

森
真
夏

同
人

54

｣

(第
九
紙
表
)

金
上
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

新
樹
青
梅

あ
や
め
烏

ひ
は
さ
ゝ
ん
花

寒
菊
い
の
こ
ろ

金
上
仕
立
冬

二
枚
折
御
腰
犀
風

l
双

御
給

梅

二
は
1
鳥

若
竹

こ
ほ
た
る

白
張
中
彩
色
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

牡
丹
蝶

芙
蓉
雀

鈴
木
百
年

50

林
蘭
雅

同
人

25

｣

(第
十
紙

表

)



六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
槍

四
季
四
町

森
鷹
章

72

｣

(第
六
紙

表

)

金
中
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
厨
風

一
双

御
給

金
中
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

遅
桜
し
っ
家

垣
ね
の
卯
花
郭
公

月
雁
野
辺
の

萩
下
こ
も
残
る
友
あ
り

嵐
山
彩
樹

宇
治
の
網
代

梅
戸
在
親

28

森
義
章

白
張
鴨
居
下
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

雨
中
山
水

雨
後
山
水

同
人

03

｣

(第
六
紙
裏
)

金
中
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
槍

須
磨

景

明
石

金
中
仕
立
五
尺

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

松
虎
櫓
手
長
猿

金
中
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
袷

海
辺
の
松
塩
か
ま

あ
ま
の
も
し
は
木

多
相
撃
秀

31

は
こ
ふ
所

金
中
仕
立
四
尺

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

競
馬
の
所

金
上
仕
立
鴨
居
下

二
枚
折
御
犀
風

1
双

御
給

松
ノ
白
藤

つ
ゝ

し

樗
橘
小
禽

金
中
仕
立
鴨
居
下

二
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

御
柳
河
原
撫
子
鮎

冬
至
梅
水
鳥

所
労
二
付

御
断
旨

御
何
番

金
上
仕
立
冬

二
枚
折
御
腰
犀
風

一
双

御
槍

芽
出
柳

鴬
春
州

か
れ
芦
二
雁

｣

(第
七
紙
表
)

星
野
蝉
水

34

嶋
田
雅
喬

35

中
嶋
華
陽

36

｣

(第
七
紙
裏
)

(+)

岸
丹
波
介

37

改

岡
嶋
清
暖

岸
恭

金
上
仕
立
物
筈
同
四
尺

巾
三
尺
三
寸

大
衝
立

一
基

御
姶

手
寵
く
さ
物

野
菜
富
士
鷹

一
羽

茄
子
三
ツ

原
在
泉

白
張
鴨
居
隅
墨
画

岡
村
雪
蓬



六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

橋
桝
慶

弓
流
シ

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

深
山
景

大
沢
景

金
上
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

1
双

御
給

小
鷹
狩

同
人

高
サ

一
尺
五
分

中
引
出
シ
一
ツ

左
引
出
シ
ニ
ッ

同
人

金
上
仕
立
鴨
居
隅

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

秋
草
木
鹿

雪
中
木
熊

山
本
桃
谷

21

｣

(第
五
紙
表
)

吉
村
孝

一

15

｣

(第

四
紙
衰
)

金
上
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

t
双

御
給

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

雪
中
水
鳥

雪
中
炭
竃

金
上
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

四
季
耕
作

金
上
仕
立
夏

二
枚
折
御
腰
犀
風

1
双

御
給

朝
顔
か
ま
き
り

萩
に
松
虫
鈴
む
し

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

曙
梅
夜
梅

同
人

金
上
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

t
双

御
給

和
歌
浦

二
田
鶴
鳴

わ
た
る
芦
辺
に
残
る

友
も
あ
り

逢
坂
の
関

的
む
か
い

中
嶋
有
章

22

塩
川
文
麟

23

国
井
鷹
文

金
中
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

嵐
山
大
瀬
ノ
景

宇
治
獅
々
飛
景

同
人

24

｣

(第
五
紙

裏
)

同
人

81

｣

(第

四
紙
裏

)

金
上
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

t
双

御

給

花
鳥
馬

桃
棟
牛

長
滞
芦
鳳

25

同
人

白
張
中
彩
色
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

春
野
雲
雀

秋
岡
鹿

同
人
改

八
木
奇
峯

26

大
御
机
御
蒔
給
下

六
所
玉
川

但
シ
長
サ
三
尺
九
寸
巾

一
尺
六
寸
五
分

右
引
出
シ
三
ツ

同
人

金
上
仕
立
五
尺



二
二
二
.
新
調
道
具
御
用
絵
様
姓
名
控

慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)

慶
応
三
年
丁
卯
八
月

新
調
御
道
具
御
給
御
用

御
給
様
井
姓
名
控
帳
土
佐
鶴
津

｣

(第

一
紙
表
)

金
上
仕
立
鴨
居
隅

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

金
上
仕
立
四
尺

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
槍

金
上
仕
立
鴨
居
隅

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

夕
顔
乙
女

源
氏小
蝶
巻
龍
頭
け
さ
舟
の
所

朝
顔
巻
わ
ら
わ

へ
お
ろ
し
て

雪
ま
ろ
は
せ
さ
せ
給
ふ
所

桜
狩
出
立

紅
葉
狩
帰
路

土
佐
備
前
守
光
文

-

同
人

2

二
枚
折
御
犀
風

一
双

御
槍

若
菜
摘

虫
撰

金
上
仕
立
鴨
居
下

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

四
季
草
花
群
鳥

四
季
木
花
群
鳥

金
上
仕
立

惣
高
四
尺
八
寸

接
共

巾
三
尺
八
寸
五
分

大
御
衝
立

一
基

御
給

片
面
還
城
楽
童
舞

片
面
抜
頭
童
舞

金
上
仕
立

二
間
接

四
尺

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
槍

十
二
月
花
鳥

同
人

6

｣

(第
二
紙
裏
)

土
佐
左
近
衛
将
監
光
章7

同
人

8

囲
山
鷹
立

9

｣

(第
三
紙
表
)

(八)

鶴
滞
探
真

3

｣

(第
二
紙
表
)

金
仕
立
三
尺
五
寸

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
袷

糸
桜
鶴

垣
菊
兎

金
上
仕
立
四
尺
二
間
縁

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

舞
楽

金
中
仕
立
鴨
居
下

同
人

4

金
上
仕
立
夏

二
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

川
柳
水

二
建

水

二
河
は
ね

岩

こ
せ
き
れ
い

白
張
鴨
居
下
墨
画

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

水
二
鯉

金
上
仕
立
鴨
居
隅

六
枚
折
御
犀
風

一
双

御
給

曲
水
宴

同
人

同
人

原
在
照

金
上
仕
立
鴨
居
下

土
佐
土
佐
介
光
武

5

21

｣

(第
三
紙
裏
)



義-1 (B)

土佐 光章 塊 左近将監 8土佐左近将監 地 組 施 15 ○ 18上は 1

875 土佐派土佐 光武 娘 土佐介 10-1土佐土佐介 醜 皇賂 lO ○

○ 1848 1916 土佐派土佐 光文 塊 備前守 2土佐備前守 生だ備

前守 ○ ○ ○ 1813 1875 土佐派中島 有章 22 6-3 ○ ○ 1837 1905 円山

派中井 分弼 88長沢 一声舟 64

○ 円山派長沢 芦鳳 25 ○ ○

○ 1804 1871 円山派永島 鴨洲 70

中島 撃陽 36 5-2 31 ○ ○ ○

1813 1877 岸派長野 梁渓 60長野祐親 12-1 1817 1882

狩野派長野 祐忠 59 狩

野派仲村 中岳 98仲邑中島

羽田 月洲 87.LOB 1841 ? 望月派林 桝雲 1

05 ○ ○ ? 1880 四条派林 蘭雅 51.52 ○ ○ ○ 1821 1869 四条派

林 蘭台 53

速水 基益 94

原 在照 12,13,14 3.5-1 28.29.30 ○ ○ ○ 1813 18

71 原派原 在泉 38,39 6-2 1849 1916 原

派菱田 釆成 75菱田日東 7-3菱田日東 ○ ○ 18

16 1873 四条派伏屋 美山 17伏屋頼母

四条派淵

田 蘭煎 101 四条派星野 軽水 34 13-3

37△ 1834 02 文晃派前川 五嶺 71 ○ 1805

76 四条派前川 文嶺 72

○ 1837 17 四条派松田 祐

之 49 13-2円山 応立 9.10,ll 10-2 2 ○ ○ ○ 1817 75 円山派

箕田 霞峰 66 ○箕田 玉術 67

村井 中務 18

望月 玉東

96 35 ○ 1834 1913 望月派森 応章 27



義-1 (A)

名 前 新調道具御用絵様 姓名控 准后御殿新調扉風治定帳 准后御殿卸間絵 様 控 昌 早蛮鮎 生 年

没 年 備 考青木 中務 4

石田 有年 95

泉 春園 34△ ○ ○

岸派内海 元紀 103

1812 1887 四条派文晃派梅戸 在勤 68

1844 1919 原派梅戸 在親 28 7-2 ○ ○

○ 1795 1883 原派梅戸 在廷 46,47.48 1839 1923 原原派

大橋 海石 78岡島 晴眼 37,77.106 33

○ 1823 1877 四条派岡村 雪蓬 33 1卜2 岡

村雪峰か?岡本 亮彦 43

3 ○ ○ ○ 1823 1883 四条派岡本 元彦 89 四条派

海北 友樵 56 ○ ○ ○ 1815 1868 海北派

勝山 琢如 90

(⊃ ○ ○ 勝山派金田 有山 82

狩野 永朝 9,14狩野内記 25狩

野内記 ○ 1831 1900 狩野派狩野 季信

63 狩野派狩野 文信 62 ○ 狩

野派蒲生 鳩峰 83 ○ 円山派川勝 秀好 85

岸 恭 32 15岸雅楽助 32 ○ 1829 187

4 岸派岸 九岳 42 ll-1

18LI5/52 1921 岸派岸 竹重 LlO.Ll1 16 ○ ○ 1826

1897 岸派木村 梁丹 65木村了舟 19 ○ ○ ○ 9 1875 狩野派

木村 了琢 39 ○国井 応文 17,18,19,20 5-3 22,23,24 ○

1833 1887 円山派幸野 楳嶺 lOO幸野梅嶺

円山派四条派座田 憂慮 102

鶴沢派?佐々木藍水 86佐々木桝栄 ○ ○ 勝

山派沢渡 精斎 73 ○ ○ ○ 18

08/1 1885 四条派沢渡 素軒 74沢渡広孝 ○ 四

条派塩川 文麟 23.24 1-2 26 ○ ○ ○ 1808 187

7 四条派島田 房直 9



二
之
御
問

三
之
御
間

白
張
薄
彩
色

子
日

土
佐
光
字
/
文
政
度
補
修

土
佐
光
字
/
嘉
永
度
補
修

土
佐
光
字

白
張
薄
彩
色

鷹
狩

土
佐
光
禄
/
文
政
度
補
修

土
佐
光
禄
/
嘉
永
度
補
修

土
佐
光
禄

北
側

一
之
御
間

白
張
薄
彩
色

奈
良
八
景

鶴
沢
探
春
/
文
政
度
補
修

鶴
沢
探
春
/
嘉
永
度
補
修

鶴
沢
探
龍

北
側
二
之
御
問

白
張
薄
彩
色

六
所
玉
川

狩
野
永
岳
/
文
政
度
補
修

狩
野
永
岳
/
嘉
永
度
補
修

狩
野
永
岳

北
側
三
之
御
問

白
張
薄
彩
色

和

四
季
耕
作

狩
野
正
英
/
文
政
度
補
修

狩
野
正
英
/
嘉
永
度
補
修

狩
野
正
綾

南
御
按
座
敷
之
杉
戸

中
彩
色

西
面

陵
王
納
曽
利
/
東
面

源
氏
垣
二
竹

土
佐
光
清
/
文
政
度
補
修

土
佐
光
清
/
嘉
永
度
補
修

土
佐
光
清

西
御
接
座
敷
杉
戸

中
彩
色

東
面

瀧
上
紅
葉
/
東
面

芦
田
鶴

狩
野
因
幡
目
/
文
政
度
補
修

狩
野
因
幡
目
/
嘉
永
度
補
修

狩
野
文
信

(五)



御
黒
戸

御
居
間

上
之
御
間

同
小
襖

二
之
御
問

申
之
口
十
七
帖
半
之
問

中
之
口
二
拾
帖
之
間

東
麻
北
杉
戸

北
面

北
鹿
北
杉
戸

南
面

北
胸
中
杉
戸

東
面

南
廟
東
杉
戸

東
面

南
廟
西
杉
戸

東
面

四
季
海
辺

上

山
家
/
下

田
家

大
井
川
鵜
飼

竹
群
雀

梅
柳

車
胤

/
南
面

茶
山
花
犬
/
北
面

雪
中
炭
竃
/
西
面

谷
川
虎

/
西
面

網
代
景

/
西
面

蓮
紅
白

孫
康小
松
原

競
馬
雪
洞
熊

竹
鶴

原

在
照

同中
島
華
陽

岸
恭
岡
島
清
噴

泉

春
園

*

望
月
玉
泉

吉
村
孝

一

*

星
野
蝉
水

*

森

義
章

木
村
了
琢

二
二
五
.
女
御
里
御
殿
御
絵
繕
御
用
控

嘉
永
元
年
二

八
四
八
)
(旧
目
録
二
九
七
)

二
四

･
一
×

二
八
･
九

cm

慶
応
二
年
に
崩
御
し
た
孝
明
天
皇
の
皇
后
九
条
夙
子
､
後
の
英
照
皇
太
后

(
一
八
三

三
～
九
七
)
の
里
御
殿
襖
絵
の
補
修
に
関
す
る
見
積
も
り
の
控
で
あ
る
｡
緒
紙
七
紙
を

こ
よ
り
二
本
で
袋
綴
じ
に
し
て
い
る
｡
奥
書
に
土
佐
光
字
と
鶴
沢
探
龍
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
｡
嘉
永
元
年

(
一
八
四
八
)
時
､
土
佐
家
に
は
､
本
家
に
光
禄

･
光
文
が
､
分

家
に
光
字

･
光
清
が
活
動
し
て
お
り
､
分
家
で
は
あ

っ
た
が
年
長
の
光
字
が
主
導
的
立

場
に
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
｡

九
条
夙
子
は
九
条
尚
思
(
l
七
九
八

-
1八
七

l
)
の
六
女
で
あ
り
､
里
御
殿
と
は

九
条
家
を
さ
す
こ
と
に
な
る
｡
孝
明
天

皇
の
即
位
が
弘
化
四
年
(
一
八
四
七
)九
月
に

行
わ
れ
､
女
御
と
な

っ
た
夙
子
が
准
后
を
宣
下
さ
れ
た
の
は
嘉
永
六
年
(
一
八
五
三
)

五
月
で
あ
る
た
め
､
こ
こ
で
は
女
御
と
の
み
記
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
｡
こ
の
補
修
が
女

御
の
里
帰
り
の
準
備
で
あ

っ
た
の
か
､
単
な
る
襖
絵
の
補
修
で
あ

っ
た
の
か
は
定
か
で

は
な
い
｡
父
尚
忠
は
嘉
永
元
年
の
時
左
大
臣
に
あ

っ
た
が
､
後
に
関
白
内
覧
と
な
る
な

ど
天
皇
を
輔
弼
す
る
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
｡

御
殿
襖
絵
は
土
佐
派

･
狩
野
派

･
鶴
沢
派
に
よ
っ
て
描
か
れ
､
土
佐
光
時
が
伯
書
守

の
時
期
で
､
な
お
か
つ
文
化
年
中
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
､
文
化
十
～
十
五

年
の
問
に
造
営
は
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
後
光
清
が
豊
前
介
で
あ

っ
た
文
政
十

一
年
ま
で
に

一
度
補
修
を
受
け
て
お
り
､
嘉
永
元
年
の
再
補
修
に
至

っ
た
ら
し
い
｡
土

佐
家
と
鶴
沢
家
が
主
要
な
部
屋
を
占
め
て
､
安
政
度
内
裏
造
営
と
同
じ
傾
向
を
み
せ
る

が
､
画
を
愛
好
し
た
尚
忠
の
家
来
の
立
場
に
あ

っ
た
狩
野
永
島
で
す
ら
'
土
佐
家
や
鶴

沢
家
の
風
下
に
お
か
れ
て
い
る
点
に
､
御
所
周
辺
で
の
絵
所
家
と
い
う
存
在
の
意
味
が

う
か
が
え
る
｡

書
付
け
に
見
る
数
値
の
解
釈
に
つ
い
て
は
よ
-
分
か
ら
な
い
｡
数
値
は
概
ね
三
段
に

記
さ
れ
､
上
二
段
は
墨
書
､
下

一
段
は
朱
筆
で
あ
り
､
下
の
段
の
方
が
数
値
が
小
さ
-

な
る
傾
向
に
あ
る
｡
通
例
襖
絵
は
､
仕
様
に
従

っ
た
単
価
に
､
面
積
を
掛
け
合
わ
せ
た

金
額
に
よ
っ
て
画
料
が
支
払
わ
れ
た
が
､
こ
の
場
合
は
面
積
比
の
形
で
､
補
修
の
程
度

を
示
そ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡
上
段
の
数
字
が
実
際
に
修
理
の
対
象
と
な
る
分

量
を
示
し
､
下
段
が
そ
れ
に
対
す
る
見
積
も
り
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
｡
奥
書
に
よ

れ
ば
､
こ
の
見
積
も
り
は
最
終
的
な
も
の
で
は
な
-
'
煤
出
し
す
な
わ
ち
清
掃
の
上
状

況
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
､
こ
の
推
測
に
従
う
か
ぎ
り
､
朱
筆
の

文
字
は
､
最
終
的
に
契
約
さ
れ
た
額
､
も
し
-
は
支
払
わ
れ
た
金
額
を
示
す
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
｡
幕
末
期
の
資
料
と
は
い
え
､
近
世
絵
所
の
活
動
の
実
際
を
示
す
資
料
と
い

え
る
｡

女
御
里
御
殿
襖
絵
杉
戸
絵

一
覧

上
段
之
御
問

砂
子
中
彩
色

錦
花
鳥

土
佐
光
時
/
文
政
度
補
修

土
佐
光
禄
/
嘉
永
度
補
修

土
佐
光
禄

(四)



応
三
年
版

『平
安
人
物
志
』
に
見
え
る
絵
師
で
あ
り
､
各
流
派
の
代
表
的
な
絵
師
が
参

加
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
｡
安
政
度
内
裏
造
営
の
場
合
と
同
じ
-
､
土
佐
派
と
鶴
沢

派
が

一
応
ま
と
め
役
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
､
土
佐
光
文

･
光
武
お
よ
び
鶴
沢
探
真

は
そ
れ
ぞ
れ
六
曲
犀
風
二
親
.づ
つ
､
光
章
は
六
曲
犀
風

l
双
に
衝
立

1
基
の
揮
重
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
､
実
際
に
は
円
山
応
立

･
岡
島
清
暁

･
原
在
照

･
国
井
応
文
の
よ
う
に

犀
風
三
双
を
制
作
し
て
い
る
者
も
あ
っ
て
､
円
山
派

･
四
条
派

･
原
派

･
岸
派
の
絵
師

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
｡

｢准
后
御
殿
新
調
犀
風
治
定
帳
｣
に
は
､
二
曲
犀
風
十
双

･
六
曲
犀
風
十
四
双

･
六

曲
小
犀
風
四
双

･
簾
犀
風

1
双

･
小
衝
立

1
基

･
大
衝
立

l
基
の
制
作
が
記
さ
れ
て
い

る
｡
参
加
し
た
絵
師
の
総
数
は
二
九
名
'
こ
の
内
二
十
三
名
は
八
月
の
道
具
新
調
御
用

に
も
関
る
絵
師
で
あ
る
｡
慶
応
三
年
版

『平
安
人
物
志
』
に
見
え
る
絵
師
は
十
四
名
と

半
数
に
過
ぎ
な
い
が
､
土
佐
派
､
鶴
沢
派
と
い
っ
た
絵
所
絵
師
を
は
じ
め
､
円
山
派

･

四
条
派

･
原
派

･
岸
派
と
い
っ
た
在
京
各
派
の
代
表
的
な
絵
師
が
名
を
連
ね
て
お
り
､

｢新
調
道
具
御
用
絵
様
姓
名
控
｣
と
同
じ
傾
向
を
見
せ
る
｡

｢准
后
御
殿
御
問
絵
様
控
｣
を
見
る
と
'
宮
御
殿
と
常
御
殿
の
襖
絵
及
び
杉
戸
絵
制

作
に
二
十
名
の
絵
師
の
名
が
見
え
る
｡
こ
の
内
三
名
は
睦
仁
親
王
の
践
酢
に
よ
っ
て
不

必
要
に
な
っ
た
春
宮
御
殿

(慶
応
二
年
模
様
替
花
御
殿
)
か
ら
転
用
し
た
杉
戸
絵
の
作

者
で
あ
る
た
め
実
際
の
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
十
七
名
と
な
る
｡
土
佐
派

･
鶴
沢
派
が

主
導
的
立
場
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
､
狩
野
派

･
円
山
派

･
四
条
派

･
原
派

･
岸
派

･

望
月
派
と
い
っ
た
主
要
な
流
派
が
皆
関
与
し
て
お
り
､
さ
な
が
ら
安
政
度
内
裏
造
営
の

縮
図
を
見
る
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
｡

ま
た
'
こ
の

｢准
后
御
殿
御
問
絵
様
控
｣
に
は
襖
絵
や
杉
戸
絵
の
画
料
に
関
す
る
記

録
も
こ
ま
め
に
記
さ
れ
､
単
価
×
面
積
と
い
う
襖
絵
の
画
料
の
計
算
方
法
に
忠
実
に
従

っ
て
い
る
の
が
分
か
る
｡
単
価
は
仕
様
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
､
画
題
に
よ
る
区

別
は
見
ら
れ
な
い
o

l
坪
に
つ
き
極
彩
色
の
場
合
銀
六
百
匁
､
中
彩
色
で
銀
五
百
十
匁
､

薄
彩
色
で
銀
四
百
八
拾
四
匁
五
分
と
な
っ
て
い
る
｡
絵
師
に
よ
る
格
差
は
明
確
で
は
な

い
が
､
襖
絵
よ
り
若
干
安
価
に
定
め
ら
れ
た
杉
戸
の
場
合
に
'
同
じ
中
彩
色
な
が
ら
鈴

木
百
年
が
銀
四
百
八
拾
四
匁
五
分
な
の
に
対
し
､
望
月
玉
泉

･
森
義
章
は
三
百
七
十
三

匁
八
分
と
低
く
､
仕
様
以
外
の
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
｡

准
后
御
殿
の
造
営
に
よ
り
調
度
や
襖
絵
の
調
製
に
あ
た
っ
た
絵
師
の
総
数
は
三
四
名

(目
録
に
は
作
品
転
用
に
よ
り
他
に
二
名
の
名
が
加
わ
る
)
で
あ
る
｡
犀
風
と
襖
絵
両

方
の
制
作
を
し
た
の
は
こ
の
う
ち
十
二
名
で
あ
り
､
さ
ら
に
そ
の
中
の
十

一
名
は

｢新

調
道
具
御
用
絵
様
姓
名
控
｣
に
も
登
場
し
て
い
る
｡
そ
の
十

一
名
と
は
､
土
佐
派
か
ら

土
佐
光
文

･
光
武

･
光
章
､
鶴
沢
派
か
ら
鶴
沢
探
真
､
原
派
か
ら
原
在
照
､
岸
派
か
ら

岸
恭

･
中
島
華
陽
､
円
山
派
か
ら
円
山
応
立

･
鈴
木
百
年

･
国
井
応
文
､
四
条
派
か
ら

塩
川
文
麟
と
い
う
顔
ぶ
れ
で
､
各
流
派
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

三
冊
の
冊
子
に
記
さ
れ
た
絵
師
の
総
数
は
九
十
二
名
､
う
ち

-
名
は
転
用
作
品
の
作

者
と
思
わ
れ
る
の
で
九

t
名
が
参
加
し
た
こ
と
に
な
る
｡
こ
の
内
二
十
七
名
は
内
裏
調

度
調
製
と
准
后
御
殿
造
営
の
両
方
に
関
る
絵
師
で
'
彼
ら
の
内
十
八
名
が
嘉
永
五
年
版

ま
た
は
慶
応
三
年
版

『平
安
人
物
志
』
に
名
の
見
え
る
絵
師
で
あ
る
｡
そ
の
詳
細
は
別

に

一
覧
に
し
た

(表
I
I
A

･
B
)
0

准
后
御
殿
襖
絵
杉
戸
絵

一
覧

(
*
は
東
宮
御
殿
か
ら
転
用
し
た
も
の
)

(三)

宮
御
殿

上
之
御
問

中
之
御
間

下
之
御
問

北
廟
杉
戸

常
御
殿

御
上
段

御
中
段

御
下
段

御
中
座
敷

御
寝
間

御
火
鐘
之
間

子
日
虫
選
鷹
狩

東
面

菖

蒲
鷺

/
西
面

柿
猿

上
之
御
間

二
之
御
間

和
歌
意

和
歌
意

和
歌
意

郡
鹿
草
花
小
鳥

和

耕
作

古
今
和
歌
集
五
首

後
撰
和
歌
集
四
首

拾
遺
和
歌
集
五
首

太
宗
弘
文
開
館

土
佐
光
文

円
山
応
立

岡
本
亮
彦

鈴
木
百
年

土
佐
光
武

土
佐
光
章

鶴
沢
探
真

国
井
応
文

塩
川
文
麟

狩
野
永
朝

土
佐
光
文

*



二
二
二
.
新
調
道
具
御
用
絵
様
姓
名
控

慶
応
三
年
二

八
六
七
)
(旧
目
録
二
九
六
)

二
四

･
三
×
一
六

･
一二
5

二
二三
.
准
后
御
殿
新
調
界
風
治
定
帳

慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
(旧
目
録
二
九
四
)

一一四
･
二
×
一
七

･
一
cm

二
二
四
.
准
后
御
殿
御
間
絵
様
控

慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
(旧
目
録
二
九
五
)

二
四
･
五
×
二
八
･
四
cm

｢新
調
道
具
御
用
絵
様
姓
名
控
｣
は

｢新
調
御
道
具
御
給
御
用
御
給
様
井
姓
名
控
帳
｣

と
い
う
表
題
が
記
さ
れ
て
お
り
､
内
裏
の
調
度
と
し
て
制
作
さ
れ
た
犀
風
類
の
種
類
､

画
題
､
作
者
を
目
録
と
し
た
も
の
｡
梧
紙
二
十
二
紙
を
こ
よ
り
二
本
で
袋
綴
じ
に
し
て

お
り
'
表
紙
に
は
土
佐
と
鶴
沢
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

｢准
后
御
殿
新
調
犀
風
治
定
帳
｣
は

｢准
后
様
御
殿
新
調
御
犀
風
御
給
御
治
定
帳
｣

と
い
う
表
題
が
記
さ
れ
､
椿
紙
十
三
紙
を
こ
よ
り
二
本
で
袋
綴
じ
に
し
､
背
を
紙
で
補

強
し
た
も
の
で
あ
る
｡
表
紙
に

｢墓
所
預
土
佐
家
｣
の
墨
書
と

｢土
佐
｣
の
円
印
が
あ

る
｡

｢准
后
御
殿
御
問
絵
様
控
｣
は

｢准
后
御
新
殿
御
造
立
宮
御
殿
常
御
殿
御
間
御
絵

様
控
｣
と
い
う
表
題
が
記
さ
れ
､
梧
紙
十
二
紙
を
こ
よ
り
二
本
で
袋
綴
じ
に
し
た
も
の
｡

表
紙
に

｢墓
所
預
｣
の
墨
書
と

｢土
佐
｣
の
円
印
が
あ
る
｡
こ
の
二
冊
は
､
慶
応
二
年

に
崩
御
し
た
孝
明
天
皇
の
皇
后
九
条
夙
子
､
後
の
英
照
皇
太
后

(
1
八
三
三
～
九
七
)

の
為
に
造
立
さ
れ
る
准
后
御
殿
の
調
度
お
よ
び
襖
絵
の
仕
様
と
絵
師
を
記
し
た
目
録
で

あ
る
｡
こ
れ
ら
三
冊
の
冊
子
は
､
御
所
の
用
途
に
あ
て
ら
れ
る
犀
風
や
襖
絵
の
制
作
に
つ
い

て
土
佐
家
で
書
き
留
め
た
記
録
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
が
､
単
に
土
佐
家
の
み
の
記
録
に

と
ど
ま
ら
ず
､
絵
所
を
始
め
と
す
る
在
京
の
絵
師
に
対
し
､
慶
応
三
年

(
1
八
六
七
)

八
月
､
十
月
､
十

一
月
と
相
次
い
で
命
じ
ら
れ
た
絵
画
制
作
事
業
に
関
す
る
も
の
と
し

て
､
寛
政
度
及
び
安
政
度
内
裏
造
営
の
記
録
に
類
似
す
る
性
格
を
持
つ
｡
こ
の
時
､
土

佐
家
に
は
本
家
に
光
文

･
光
章
､
分
家
に
光
武
が
い
た
か
ら
､
記
録
は
光
文
の
監
督
下

に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
｡

｢新
調
道
具
御
用
絵
様
姓
名
控
｣
に
見
え
る
調
度
は
､
慶
応
二
年
十
二
月
の
孝
明
天

皇
崩
御
に
よ
り
､
翌
年

一
月
に
践
離
し
た
睦
仁
親
王
す
な
わ
ち
後
の
明
治
天
皇
の
周
辺

で
用
い
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
年
政
局
は
急
展
開
を
み
せ
､
大
政
奉
還
を
目

前
に
し
て
新
帝
の
威
儀
を
高
め
る
必
要
が
､
こ
の
大
規
模
な
事
業
を
可
能
に
し
た
と
考

え
ら
れ
る
｡
あ
る
い
は
､
こ
の
種
の
事
業
が
孝
明
帝
在
世
中
に
計
画
さ
れ
て
い
た
可
能

性
も
あ
る
が
､
孝
明
天
皇
崩
御
に
よ
る
新
帝
の
誕
生
が
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
｡

女
御
九
条
夙
子
が
准
后
を
宣
下
さ
れ
た
の
は
嘉
永
六
年

(
一
八
五
三
)
五
月
で
あ
る
｡

孝
明
帝
在
世
に
あ
っ
て
は
准
后
御
殿
と
し
て
女
御
御
殿
や
飛
香
舎
代
が
用
い
ら
れ
て
い

た
｡
し
か
し
､
慶
応
三
年
九
月
に

｢今
度
准
后
御
方
新
御
殿
御
造
立
｣
の
た
め
築
地
周

辺
の
火
の
用
心
を
す
る
旨
の
触
れ
が
だ
さ
れ
て
お
り
､
女
御
御
殿
の
改
修
と
は
考
え
に

-
-
'
准
后
御
殿
造
営
は
孝
明
帝
没
後
に
発
生
し
た
新
事
業
と
考
え
る
の
か
妥
当
で
あ

る
｡
つ
ま
り
､
こ
こ
に
い
う
准
后
御
殿
は
安
政
度
内
裏
造
営
時
の
准
后
御
殿
と
は
異
な

る
も
の
で
あ
り
､
こ
れ
ら
の
内
裏
調
度
調
製
及
び
御
殿
造
営
は
､
孝
明
天
皇
崩
御
の
後
､

安
政
度
の
内
裏
造
営
と
は
異
な
る
枠
組
み
の
中
で
進
行
し
た
も
の
考
え
る
べ
き
だ
ろ

う
｡准
后
御
殿
が
ど
こ
に
造
営
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
か
､
ま
た
実
際
に
落
成
を
み
た
の
か

今
の
と
こ
ろ
確
認
す
る
資
料
を
知
ら
な
い
が
'
京
都
に
お
け
る
絵
画
制
作
に
関
す
る
限

り
､
安
政
度
の
内
裏
造
営
以
後
最
も
大
規
模
な
事
業
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
｡
慶
応
四

年
正
月
に
は
'
准
后
御
殿
襖
絵
の
制
作
を
受
け
た
土
佐
光
文

･
光
武

･
光
章

･
岸
恭

･

森
義
章

･
木
村
了
琢
の
家
周
辺
の
火
の
元
見
廻
り
を
入
念
に
行
な
う
旨
の
触
れ
が
出
さ

れ
て
お
り
､
制
作
作
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
師
の
画
室
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
や
､

実
際
に
制
作
活
動
が
進
行
し
て
い
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡

｢新
調
道
具
御
用
絵
様
姓
名
控
｣
に
お
い
て
は
､
二
曲
腰
犀
風
三
双
･
二
曲
犀
風
十

二
双

･
六
曲
犀
風
八
五
双

･
八
曲
犀
風

一
双
総
て
百

一
双
と
い
う
膨
大
な
量
の
犀
風
と
'

大
衝
立
二
基

･
袋
棚
小
襖
四
枚
を
描
き
'
机

･
書
棚

･
文
台

･
水
人
の
蒔
絵
下
絵
を
制

作
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
参
加
し
た
絵
師
の
総
数
は
八
四
名
'
土
佐
派

･
鶴
沢

派
と
い
っ
た
絵
所
絵
師
を
は
じ
め
､
円
山
派

･
四
条
派

･
原
派

･
岸
派

･
海
北
派
と
い

っ
た
在
京
各
流
派
の
絵
師
が
名
を
連
ね
る
｡
確
認
で
き
る
か
ぎ
り
こ
の
内
三
三
名
が
慶

(二)



近世土佐派記録 (六)
松 尾 芳 樹

京都市立芸術大学芸術資料館に所蔵される ｢土佐派絵画資料｣の中から土佐家に関る文書の一部

を翻刻し紹介する｡ここに紹介する4点の資料は､土佐家による幕末期の障犀画の製作記録であ
る｡慶応三年 (1867)､孝明天皇の没後まもなく､内裏所用の犀風 ･調度の調整と､孝明天皇女御

であった九条夙子のための御殿新造にともなう障犀画新調が企てられ､絵所である土佐家 ･鶴沢家

をはじめとする､多数の在京絵師に対して､内裏から障犀画の製作が依頼されたため､大事業とな

った｡本資料には､この事業に関わった絵師名と画題及び仕様が記されている｡また､九条夙子の

実家九条家における襖絵の補修に関する記録は､公家住宅における襖絵補修の実態をうかがわせる
資料となっている｡

二二二.新調道具御用絵様姓名控 慶応三年 (1867)
二二三.准后御殿新調犀風治定帳 慶応三年 (1867)

二二四.准后御殿御間絵様控 慶応三年 (1867)

二二五.女御里御殿御絵繕御用控 嘉永元年 (1848)

主要項目:土佐派 鶴沢派 准后御殿 英照皇太后 障犀画 九条凪子 土佐光文 土佐光武

土佐光章 九条家

DOCUMENTSOFTOSASCHOOLINPREIMODERNAGE(VI)
YOSHIKIMATSUO

ApartofthedocumentsontheTosaFamilyarereprintedfrom amongthecollectionof
thereferencematerialsonthepaintingsoftheTosaSchoolownedbytheMuseum.These

fourmaterialsaretheproductionrecordsofdoorandscreenpaintingsthattheTosa
FamilyrecordedintheEdoperiodend.AssoonasEmperorKoumeidiesin1867the

productionofthefoldingscreensandfurnituresthatusesitintheImperialPalacewas

planed.Theproductionofdoorandscreenpaintingswasaskedfrom theImperialPalace

tomanyPainterslivedinKyoto,includingtheTosaFamilyandTurusawaFamilybel
longedtoTheImperialCourtBureauofpainting.Thereforethisbecamethelargebusi-

nesstothepainterorKyoto.Subsequently,themakingofdoorandscreenpaintings

accompaniedbytheconstructionofthepalaceforAsakoKujyowhoisinthequasi-

EmpressrankofEmperorKoumeiwasplaned.Thereforethebusinessexpandedmore
andmore.Thenameoftheartistthatgotinvolvedinthisbusinessandthesubjector

paintingandalsospecificationarewrittentothesematerials.And,therecordabout

therepairoftheslidingdoorpictureinThemansionofKujyoFamilywhichisthe

parents'houseofAsakoKujyoisthematerialwhichshowthesituationofthesliding

doorpicturerepairatthecourtnobleresidence.Also,therecordregardingtherepair

oftheslidingdoorpictureinThemansionofKujyoFamilyoftheparents'homeof
AsakoKujyoisthedatathatshowthesituationoftherepairoftheslidingdoorpicture
inthecourtnobleresidence.

222 ListofthepaintingsandfurnituresthatwasmadefortheimperialPalace 1867
223 ListofthescreenspaintingsofthepalaceforAsakoKujyowhoisinthe
quasi-Empressrank 1867

224 ListofthedoorpaintingsorthepalaceForAsakoKujyowhoisinthe
quasi-Empressrank 1867

225 EstimatebookoftherepairoftheslidingdoorpicturesinThemansionofKujyo

Family 1848

Keyterm :Tosaschool,Tsurusawaschool,Palaceforthequasi-Empressrank,

EmpressDowagerEisho,doorandscreenpaintings,TosaMitsubumi,
TosaMitsutake,TosaMitsuaki,AsakoKujyo,KujyoFamily

(-)


